
学びのポイント

「音楽あそびと実践」の講座の前半では、子どもの音楽には欠かせない楽器
「パーカッション」について、その特徴と奏法を、楽譜と映像を使って解説
します。

・音色の比較や、良い音を出すためのポイント、実際
のリズムパターンの例など、楽譜と映像で確認する。

・各楽器の由来や構造を理解する。

・パーカッションの魅力を再発見する。

講義の概要（前半）「リズム楽器に親しむーパーカッションの特徴と奏法ー」



講義の概要（後半）「打楽器を用いた即興活動」

学びのポイント

手作り楽器や民族楽器、音の出るおもちゃ、身近な素材を使って、
一緒に即興活動に取り組みましょう

・子どもの即興表現の芽生え
・即興活動の実践例“ドン”と“シャラシャラ”
・布ガムテープを使用した手作り太鼓
・即興活動をリードする役割と伝わる指揮



1. リズム楽器に親しむ
-パーカッションの特徴と奏法-



⚫



⚫

⚫

⚫

（講座前半の楽譜と挿絵は、カワイ出版刊「こどもの歌93」より転載）



（講座前半の楽譜と挿絵は、カワイ出版刊「こどもの歌93」より転載）
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1. リズム楽器に親しむ
-パーカッションの特徴と奏法-



２－１．即興とは？

◆即興とは、
楽譜などに頼らずにただちに演奏されること
創作と演奏を同時並行で行うこと

◆子どもを観察すると、
音や言葉、身体の動きを使って、
自由に表現している
そういった行動は、即興表現といえる



２－２．子どもの即興的な表現

◆子どもの生活や遊びの場面から即興表現を考える
音ーおもちゃを打ち付ける、楽器を使って試行する
言葉ーリズミカルな言葉を唱える
身体ー音楽に合わせて自由に動く

◆子どもの即興表現は、
思いもよらない方法で発せられる

◆子どもの行為を丁寧に観察し、見守り、
即興的な表現を認めていこう



２－３．即興的な活動にチャレンジ（演奏）

◆打楽器を使った即興的な活動に取り組もう
◆即興活動では、子どもでも簡単に音が出せる
打楽器を用いてみよう
身近な素材を使用してもよい

◆今回は、
“ドン”（短い音）と“シャラシャラ”（長い音）
2つの対照的な音に注目



２－３．即興的な活動にチャレンジ（演奏）

◆ “ドン”（短い音）が特徴的な楽器の例
太鼓類、カスタネット、ウッドブロック、
ゴミ箱ドラム

◆ “シャラシャラ”（長い音）が特徴的な楽器の例
すず、トライアングル、ギロ、
手作りマラカス、新聞紙やビニール袋

◆両方の特徴がある楽器
タンブリン



２－３．即興的な活動にチャレンジ（演奏）

◆ ゴミ箱ドラムとは、
ポリバケツの内側に放射線状に
布ガムテープを張り付けてつくった楽器

◆紙ガムテープではなく、布ガムテープを使用
ガムテープがピンと膜になるように張る

◆大太鼓のばちやサランラップの芯で叩く
バケツや洗面器でも可能



２－３．即興的な活動にチャレンジ（演奏）

◆身近にあるものを使って即興活動に取り組もう
◆身近にあるもので音を出して、活動に参加してください
新聞紙、ビニール袋、プラスティック製品、
どんなものでも構いません
（危険がないものを選んで下さい）
◆動画を一時停止して、
“わたしの楽器”を準備してください



２－４．即興的な活動にチャレンジ（指揮）

◆身近な人に協力してもらい、指揮者にチャレンジしよう

◆指揮をする際のポイント
①打点を明確にする（音を出すタイミング）
②音を出す前に息を吸う（長い息と短い息）
③演奏する人の目を見る（一緒に演奏している気持ち）



２－５．まとめ

◆即興活動の利点は、
楽譜を使用せずに行え、子どもたちが活動に集中する

◆役割を交代することで、
子ども自身がリーダー（指揮者）となることも可能

◆音楽の基本である、
他者と音や呼吸を合わせることが体験できる



ご視聴ありがとうございました


